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低重合反射法地震探査によるニュージーランド北島・ワイララパ断層の深部地下構
造
Preliminary results of SAHKE II low fold seismic reflection profile across the Wairarapa
fault, New Zealand
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ニュージーランド北島・ヒクランギ沈み込み帯では太平洋プレートがオーストラリアプレートの下に年間 40mm余り
の速度で斜めに沈み込みをしている．上盤側プレートにはウェリントン断層やワイララパ断層といった大規模な右横ず
れ断層が発達しており，そのうちのワイララパ断層は 1855年に Mw8.1以上の地震を起こしたと考えられている．地震
活動や 1855年の地震時変位量と地表地震断層の長さの比などから，ワイララパ断層はメガスラストから延びる分岐断層
であると推定されているが，地殻構造データが不足しており，実態は不明であった．ヒクランギ沈み込み帯の地殻構造
特性やこれら分岐断層の形状とメガスラストとの関係の解明は，沈み込み帯におけるひずみ分配と構造の関係を明らか
にするという地学的に重要な課題に答えると同時に，震源近傍に位置する首都ウェリントンの地震発生ポテンシャルを
考える上で非常に重要なテーマである．このような課題の解決を目指して，東京大学地震研究所・ヴィクトリア大学ウェ
リントン校・ニュージーランド核地質研究所の合同観測として，オフライン観測点 878箇所と発破点 12箇所による地殻
構造探査を実施した（Seismic Array HiKurangi Experiment II ; SAHKE II）．本発表では，そのうちワイララパ断層周辺
に展開した稠密観測区間の観測波形からみたワイララパ断層の深部地下形状について述べる．初期的な解析として，通
常の共通反射点重合法に基づいて，CDP編集，初動抑制ミュート，NMO，標高補正，周波数フィルターといった処理を
行った．その結果，ワイララパ断層の西側に広がり三畳紀の砂岩（グレイワッケ）よりなる Rimutaka山地の下，深さ 20
kmから西に傾斜して上方に伸びる反射面が認められる．この反射面について，傾斜を保ちながら地表まで伸ばすと，お
およそワイララパ断層の地表位置と調和的である．ワイララパ断層に対応すると見られる反射面の下位には，これより
も緩やかに西に傾斜する反射面が認められ，これは太平洋スラブ上面に対応すると考えられる．ワイララパ断層の反射
面は太平洋スラブ上面の反射面に収斂することから，SAHKEIIによる地殻構造のデータの初期解析結果は，ワイララパ
断層がメガスラストからの分岐断層という解釈を支持するように見える．
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